
 

 

 

                

関
西
電
力
は
平
成
31
年
３
月
末

時
点
で
総
資
産
７
兆
２
５
０
０
億

円
を
超
え
、
関
西
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
な
ど
と
並
ぶ
大
企
業
で
あ
る
。

株
主
20
万
人
、
時
価
総
額
は
同
一

業
種
13
社
の
中
で
ト
ッ
プ
の
１
兆

２
０
０
０
億
円
、電
気
関
連
81
社
、

情
報
通
信
７
社
、
他
12
社
の
子
会

社
を
抱
え
、
大
阪
市
が
全
体
の

７
・
２
％
、
神
戸
市
が
２
・
９
％

の
株
主
で
も
あ
る
。 

            

八
木
誠
会
長
は
10
月
２
日
の
会

見
で
な
ぜ
金
品
を
受
け
取
っ
た
か

に
答
え
「
元
助
役
で
も
あ
る
し
、

原
子
力
事
業
の
推
進
に
大
変
ご
協

力
が
あ
り
、
地
域
全
体
に
対
し
て

か
な
り
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。

機
嫌
を
損
ね
、
事
業
に
反
対
さ
れ

る
と
そ
の
地
域
全
体
が
反
対
に
動

く
リ
ス
ク
が
あ
る
。
本
当
は
受
け

取
り
た
く
な
い
が
、
怒
ら
せ
て
は

い
け
な
い
中
で
、
い
っ
た
ん
お
預

か
り
し
た
。
本
来
、
会
社
が
リ
ス

ク
を
背
負
っ
て
対
応
す
る
仕
組
み

を
作
っ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と

答
え
た
。 

            

岩
根
茂
樹
社
長
は
「
多
額
の
金

品
を
相
手
に
渡
す
こ
と
で
、
自
分

を
大
き
く
見
せ
よ
う
と
す
る
森
山

氏
独
特
の
権
威
誇
示
や
彼
が
重
視

す
る
礼
儀
感
、
彼
を
中
心
と
し
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
維
持
と
い
っ

た
自
己
顕
示
欲
の
表
れ
と
考
え
て

い
た
」。
ま
た
森
山
元
助
役
と
の
出

会
い
、
高
浜
発
電
所
３
・
４
号
機

の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
「
当
社
は

当
時
の
高
浜
町
長
と
森
山
助
役
か

ら
多
大
な
協
力
を
受
け
、
そ
れ
以

降
、
原
子
力
事
業
が
円
滑
に
進
む

よ
う
に
森
山
氏
と
良
好
な
関
係
を

築
き
上
げ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り 

            

ま
す
」
と
も
答
え
た
。 

関
電
幹
部
が
受
け
取
っ
た
20
名

は
12
年
間
で
３
・
２
億
円
も
の
金

品
を
何
故
、
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
か
ら
受
け
取
っ
た
の
か
疑
問
で

あ
る
。
関
電
が
世
話
に
な
っ
て
い

る
人
な
ら
経
費
で
逆
に
支
払
う
べ

き
で
は
な
い
か
。
仮
に
、
原
発
マ

ネ
ー
が
関
西
電
力
役
員
に
還
流
す

る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

関
西
電
力
役
員
は
会
社
法
に
あ
る

収
賄
罪(

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
５
０
０
万
円
以
下
の
罰
金)

、
も

し
く
は
特
別
背
任
罪(

10
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
０
万
円
以

SARASA 検 証 
関
電
役
員
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責
任
転

嫁
は
言
語
道
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下
の
罰
金)

に
当
た
る
。 

「
森
山
案
件
は
関
電
役
員
の
中

で
〝
特
別
〟
と
い
う
意
識
が
担
当

の
間
で
以
前
か
ら
続
い
て
い
て
、

前
例
、
伝
承
も
含
め
て
森
山
氏
と

の
関
係
が
続
い
て
い
た
。
返
却
を

申
し
出
た
が
、
強
く
拒
ま
れ
た
の

で
、
関
係
悪
化
を
恐
れ
て
一
時
的

に
保
管
し
て
い
た
」。
こ
の
岩
根
社 

 

長
の
発
言
は
、
地
元
発
展
の
た
め

に
原
発
一
筋
に
歩
ま
れ
た
故
森
山

栄
治
氏
を
愚
弄
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
死
人
に
口
な
し
」
を
良
い
こ
と

に
森
山
氏
一
人
を
悪
者
に
す
る
と

は
呆
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

事
業
主
体
の
役
員
が
金
品
を
受

領
し
た
時
点
で
ア
ウ
ト
。
関
電
の

臨
時
取
締
役
会
で
八
木
会
長
ら
の 

 
辞
任
が
決
定
し
た
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
森
山
氏
や
土
建
業
者

か
ら
関
電
幹
部
は
金
品
を
受
領
し

な
が
ら
「
吉
田
開
発
㈱
に
国
税
が

入
っ
た
か
ら
、
森
山
氏
な
ど
に
貰

っ
た
金
品
を
半
分
返
し
た
」、
さ
ら 

    

高
浜
町
に
は
、
関
西
電
力
㈱
高

浜
発
電
所
の
１
～
４
号
機
が
あ
る
。 

高
浜
町
は
昭
和
31
年
５
月
、
国

に
財
政
再
建
団
体
の
申
し
出
を
行

い
翌
６
月
、
指
定
を
受
け
た
。
高

級
メ
ロ
ン
で
全
国
に
知
ら
れ
る
夕

張
市
は
、
財
政
破
綻
で
平
成
19
年

に
財
政
再
建
団
体
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
事
実
上
国

の
管
理
下
に
置
か
れ
た
。
平
成
22

 

に
社
内
調
査
の
結
果
も
公
表
せ
ず

森
山
氏
が
他
界
し
て
６
カ
月
後
に

会
見
で
「
森
山
氏
が
○
○
だ
っ
た

か
ら
こ
う
な
っ
た
」
と
、
責
任
転

嫁
す
る
な
ど
言
語
道
断
。 

     

年
の
法
改
正
で
財
政
再
生
団
体
と

名
称
は
変
わ
っ
た
が
、
予
算
編
成

に
し
て
も
国
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
、
新
た
な
予
算
を
計
上
す
る
こ

と
も
独
自
の
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。「
地
方
自
治
体
」

で
あ
り
な
が
ら
、「
自
治
」
が
許
さ

れ
な
い
の
が
、
財
政
再
建
団
体
指

定
で
あ
る
。 

昭
和
37
年
敦
賀
市
議
会
が
原
発

誘
致
を
決
議
。
高
浜
町
は
財
政
立

て
直
し
に
「
原
発
誘
致
」
を
選
択

し
た
。
財
政
再
建
指
定
か
ら
10
年

を
経
て
、
昭
和
40
年
に
県
に
対
し

誘
致
を
陳
情
。
翌
年
、
町
議
会
に

て
誘
致
が
決
議
さ
れ
、
昭
和
44
年

１
号
機
の
設
置
が
許
可
さ
れ
、
45

昨年１月 
金沢国税局が高浜町の建設会社吉田
開発㈱に税務調査 
２月 
豊松元社長が役員６人合わせ１億６０
００万円の金品をまとめて森山氏に返
却 
７月 
関西電力が調査委員会を設置 
９月 
社内調査終了、報告書まとまる 
10月 
常任監査役に報告 
本年３月 
森山栄治氏死去 
６月 
株主総会にて問題の公表を求めるも公
表せず 
９月 
八木会長ら幹部の多額の金品受領が
報道で判明 
10月２日 
関電八木会長と岩根社長が記者会見
し、調査委の報告書を公開 
10月９日 
関電、臨時取締役会で八木会長らの辞
任決定 

森
山
栄
治
氏
な
く
し
て
高
浜
町
の 

財
政
再
建
と
経
済
繁
栄
は
な
か
っ
た
！ 

森山栄治氏 

八木誠関電会長 

岩根茂樹関電社長 



 

 

 

年
に
建
設
着
工
。
１
号
機
は
昭
和

49
年
、
２
号
機
は
50
年
、
３
、
４

号
機
は
60
年
に
営
業
運
転
を
開
始
。

こ
れ
ま
で
40
年
あ
ま
り
、
一
瞬
た

り
と
も
休
ま
ず
関
西
地
域
の
電
力

を
供
給
し
、
経
済
と
社
会
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。 

一
方
、
原
子
力
発
電
所
所
在
地

自
治
体
は
発
電
所
か
ら
の
固
定
資

産
税
収
入
や
多
様
な
交
付
金
制
度

に
よ
り
巨
額
の
予
算
が
用
意
さ
れ

た
。
高
浜
町
に
お
け
る
交
付
金
は
、

平
成
21
年
度
で
17
・
１
億
円
（
県

全
体
の
８
・
４
％
、
市
町
村
分
の

17
・
１
％
）
あ
り
、
歳
入
総
額
の

21
・
８
％
を
占
め
、
公
共
施
設
の

整
備
な
ら
び
に
維
持
運
営
に
係
る

人
件
費
に
多
く
充
当
さ
れ
て
き
た
。 

森
山
栄
治
氏
は
、
県
立
遠
敷
高

等
学
校
を
経
て
摂
南
工
科
専
門
学

校(

現
大
阪
工
業
大
学)

を
昭
和
21

年
に
卒
業
後
、
京
都
府
綾
部
市
役

所
に
奉
職
。 

昭
和
41
年
に
高
浜
町
会
が
原
発

誘
致
を
決
議
し
、
重
要
課
題
で
あ

る
原
子
力
発
電
所
誘
致
問
題
に
取

り
組
み
、
経
済
対
策
協
議
会
を
設

立
。
町
民
の
各
種
団
体
の
参
加
を

求
め
、
昼
夜
分
か
た
ず
意
見
調
整

を
図
り
、
高
浜
１
号
機
の
原
子
炉

設
置
許
可
が
出
た
頃
、
昭
和
37
年

10
月
か
ら
20
年
間
町
長
を
務
め

ら
れ
た
浜
田
倫
三
町
長(

勲
四

等
・
高
浜
町
名
誉
町
民)

か
ら
請
わ

れ
、
昭
和
44
年
に
故
郷
の
高
浜
町

役
場
に
奉
職
す
る
。
以
来
、
２
、

３
、
４
号
機
誘
致
に
奔
走
す
る
。 

民
生
課
長
、
総
務
課
長
、
収
入

役
を
経
て
、
昭
和
52
年
か
ら
62
年

ま
で
助
役
を
務
め
る
。
退
職
後
は
、

関
電
工
業
㈱
顧
問
、
柳
田
産
業
㈱

副
社
長
、
高
浜
町
教
育
委
員
会
委

員
長
、
人
権
擁
護
委
員
な
ど
を
務

め
、
昭
和
60
年
科
学
技
術
庁
長
官

よ
り
原
子
力
安
全
功
労
賞
を
受
賞
。

自
治
大
臣
、
福
井
県
知
事
よ
り
地

方
自
治
功
労
賞
を
受
賞
。
平
成
15

年
秋
に
は
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ

れ
た
。 

 

小
誌
は
森
山
氏
と
助
役
当
時
よ

り
約
40
年
に
亘
り
交
流
を
持
つ
が
、

過
疎
の
町
を
経
済
的
に
蘇
ら
せ
た

い
。
そ
の
使
命
感
一
筋
の
人
生
を

歩
ま
れ
た
。
頭
脳
明
晰
で
統
率
力
、

指
導
力
に
富
み
、
洞
察
力
に
も
長

け
、
戦
前
生
ま
れ
で
激
動
の
時
代

を
生
き
抜
き
、
国
家
と
郷
土
の
た

め
、
次
世
代
を
担
う
子
孫
の
た
め

邁
進
さ
れ
て
い
る
方
だ
と
、
会
話

の
一
つ
ひ
と
つ
に
強
く
感
じ
ら
れ

た
。
小
生
も
長
ら
く
師
と
仰
ぎ
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
恩
義
は
死

し
て
も
忘
れ
な
い
。 

 

森
山
氏
を
支
え
た
高
浜
町
幹
部

の
２
人
も
印
象
に
残
る
。
そ
の
一

人
は
、
内
谷
達
雄
氏
。
昭
和
35
年

高
浜
町
役
場
に
奉
職
し
、
昭
和
60

年
よ
り
総
務
課
長
、
63
年
３
月
に

高
浜
町
収
入
役
、
平
成
８
年
９
月

に
同
町
助
役
に
就
任
し
た
。 

内
谷
氏
が
総
務
課
長
当
時
、「
財

政
立
て
直
し
へ
積
極
的
な
原
発
誘

致
に
町
を
挙
げ
て
陳
情
を
し
た
記

憶
が
あ
る
。
当
時
、
県
や
市
町
村

の
会
議
の
た
め
高
浜
町
の
担
当
職

員
や
幹
部
職
員
が
福
井
に
出
張
す

る
費
用
す
ら
乏
し
く
、
金
が
無
い

の
に
な
ぜ
、
福
井
に
ば
か
り
来
さ

せ
る
の
か
と
憤
慨
し
て
い
た
。
高

浜
町
は
福
井
県
の
外
れ
。
日
帰
り

の
た
め
朝
早
く
出
て
、
帰
り
は
深

夜
に
及
ぶ
。
超
緊
縮
財
政
の
中
、

経
費
ね
ん
出
の
た
め
紙
一
枚
も
粗

末
に
で
き
な
か
っ
た
」
と
、
語
っ

て
い
る
。
森
山
氏
の
片
腕
と
も
な

り
、
原
発
誘
致
に
並
々
な
ら
ぬ
苦

労
を
重
ね
ら
れ
た
内
谷
氏
は
、
今

で
も
心
に
残
っ
て
い
る
。 

 

も
う
一
人
は
、
一
瀬
和
夫
氏
。

昭
和
32
年
３
月
に
高
浜
町
役
場
に

奉
職
し
、
昭
和
63
年
４
月
か
ら
総

務
課
長
を
長
ら
く
務
め
、
平
成
８

年
10
月
に
収
入
役
。 

わ
ず
か
役
場
入
庁
の
２
年
後
、

19
歳
の
時
、
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
に
不
眠
不

休
の
日
々
を
送
る
。
44
歳
の
時
、

浄
水
場
セ
ン
タ
ー
所
長
、
農
林
水

産
課
長
、
商
工
観
光
課
長
、
出
納

室
長
を
経
て
53
歳
か
ら
総
務
課
長

を
７
年
務
め
、
町
三
役
の
収
入
役

に
就
任
。「
ト
タ
ン
屋
根
に
む
し
ろ

を
敷
い
た
生
活
。
兎
に
角
、
若
狭

は
貧
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
追
い
打

ち
を
か
け
た
の
が
、
伊
勢
湾
台
風
。

余
り
の
惨
状
が
若
い
私
の
目
に
焼

き
付
い
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。

幹
部
職
員
は
災
害
復
旧
に
県
の
助



 

 

 

け
を
お
願
い
す
る
が
見
向
き
も
さ

れ
な
か
っ
た
。
職
員
は
心
無
い
県

の
仕
打
ち
を
忘
れ
ず
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
気
持
ち
が
強

い
」
と
、
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
。 

収
入
役
在
職
の
約
12
年
小
生
と

交
流
を
持
ち
感
じ
た
こ
と
は
、
剛

の
内
谷
氏
と
は
全
く
相
反
す
る
性

格
で
あ
る
こ
と
。
静
の
一
瀬
氏
は

４
人
の
町
長
に
仕
え
た
が
、
長
身

に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
鍛
え
ら
れ
た

肉
体
と
精
神
力
を
持
ち
、
町
外
の

交
渉
も
紳
士
的
で
、
真
実
一
路
、

裏
の
無
い
好
人
物
で
あ
っ
た
。 

性
格
の
相
反
す
る
内
谷
助
役
と

一
瀬
収
入
役
が
共
に
森
山
氏
の
片

腕
と
な
り
、
今
井
町
長
も
支
え
た
。 

原
発
は
稼
働
に
40
年
、
廃
炉
に

40
年
、
１
０
０
年
事
業
と
い
わ
れ

る
。
高
浜
町
が
財
政
再
建
団
体
を

脱
し
、
原
発
の
安
全
運
転
に
よ
る

町
の
経
済
振
興
を
図
り
雇
用
を
生

み
出
し
、
法
人
税
、
所
得
税
、
原

発
関
連
税
収
で
国
と
県
の
税
の
支

え
が
な
く
て
も
豊
か
な
町
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
森
山
氏
の
貢
献
度
は

計
り
知
れ
な
い
。 

     

県
内
15
基
の
原
子
力
発
電
所
の

内
、
敦
賀
発
電
所
の
１
、
２
号
機

は
日
本
原
子
力
発
電
㈱
が
運
営
す

る
。「
原
電
は
日
本
の
原
子
力
政
策

の
象
徴
で
あ
る
」
と
、
昭
和
32
年

に
電
力
会
社
９
社
が
80
％
、
電
源

開
発
20
％
の
出
資
で
日
本
原
子
力

発
電
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
官

民
一
体
で
日
本
初
の
原
子
力
発
電

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村
の
東
海
第

二
発
電
所
の
１
号
機
と
本
県
敦
賀

市
の
敦
賀
発
電
所
の
１
号
機
、
２

号
機
の
３
基
の
原
子
炉
を
保
有
し
、

発
電
し
た
電
力
は
株
主
で
あ
る
電

力
各
社
に
販
売
し
て
い
る
、
電
力

の
卸
会
社
で
あ
る
。 

 

日
本
原
電
は
当
初
、
本
県
の
三

里
浜
に
建
設
す
る
予
定
で
川
西
町

会
と
県
議
会
が
決
議
し
た
が
、
地

質
上
、
建
設
を
断
念
。
知
事
が
美

浜
町
長
と
敦
賀
市
長
に
協
力
を
依

頼
し
、
昭
和
37
年
敦
賀
市
議
会
が 

    

 

誘
致
を
決
議
し
、
敦
賀
半
島
突
端

に
決
定
し
た
。 

敦
賀
原
発
２
基
の
総
出
力
は
１

５
１
万
７
０
０
０
㌔
Ｗ
。
１
号
機

は
昭
和
45
年
３
月
14
日
に
運
転

を
開
始
し
、
発
電
し
た
電
気
が
同

日
開
幕
し
た
大
阪
万
博
会
場
に
送

ら
れ
注
目
を
浴
び
た
。
２
号
機
は

昭
和
62
年
に
営
業
運
転
を
開
始
。

原
発
建
設
に
よ
り
道
路
が
整
備
さ

れ
、
船
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
敦

賀
半
島
突
端
の
住
民
は
大
い
に
喜

び
、
敦
賀
市
内
の
民
宿
は
工
事
や

点
検
に
や
っ
て
く
る
県
外
の
宿
泊 

  

県
会
自
民
党
の
〝
ド
ン
〟
急
死
！ 

リ
ー
ダ
ー
を
失
く
し
、
道
半
ば
で
断
念 

敦賀原発３、４号機建設予定地(左) 
完成予想図(下) 


